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議案第４８号 三郷市道路線の廃止について 1
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て 40
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定について 42
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議案第６７号 令和６年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰
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議案第６８号 令和６年度三郷市公共下水道事業特別会計決算認定
について 45

議案第６９号 教育委員会委員の任命について 46

議案第７０号 監査委員の選任について 47

議案第７１号 公平委員会委員の選任について 48

議　案　目　次



議案第４８号 

 

 三郷市道路線の廃止について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第１項の規定に基づき、次

の路線を廃止する。 

 

路  線  名 
廃止 

区間 

起      点 重要な 

経過地 終      点 

市道１３１０号線 
三郷市小谷堀字新大場川添１０４番地先  

三郷市小谷堀字新大場川添１０４番地先 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に基づく開発行為による他の市

道の拡幅により、この路線が他の市道に取り込まれるため、路線を廃止した

いので、この案を提出するものである。 
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議案第４９号 
 

町の区域を新たに画することについて 
 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により、 
三郷市内の町の区域を別紙変更調書のとおり新たに画するものとする。 
 
  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 
 
             三郷市長  木 津 雅 晟 
 
提案理由 
 三郷北部地区土地区画整理事業による道路等の整備に伴い、市民の利便の

向上を図るため、換地処分後の道路境界等をもって新たに町の区域を画した

いので、この案を提出するものである。 
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別紙 

  

            変  更  調  書  

彦郷一丁目を画する区域 

 彦糸二丁目１７２の１、１７３の１、１７４の１、１７５から１７９まで、

１８０の１、１８２の１、１８３の１、１８４の１、１８５から１９１まで、

１９２の１、１９２の２、１９３から１９７まで、１９８の１、１９８の２、

１９９、２００、２０１の１、２０１の２、２０２の１、２０３、２０４、

２０５の１、２０５の２、２０６の１、２０７から２２５まで、２２６の１、

２２７の１、２２８、２２９、２３０の１から２３０の５まで、２３１の１

から２３１の３まで、２３２の１、２３２の２、２３３から２４８まで、２

４９の１、２５４の２の一部、２５８の２の一部、２６２の２の一部、２８

３の一部、２８４の一部、２８５の一部、２８７の一部、２８８の一部、２

８９、２９０の一部、２９１の一部、２９２の一部、２９３、２９４の一部、

２９５の一部、２９６の一部、２９７、２９９の２の一部、３００の一部、

彦音二丁目７６の１、７７から８６まで、８７の１、８７の２、８８、８９、

９０の１、９０の２、９１から９４まで、９５の１、９６の１、９７、９８

の１から９８の３まで、９９から１０１まで、１０２の１、１０２の２、１

０３、１０４の１、１０４の２、１０５、１０９の２、１２８の２、１２９

の２、１３０の２、１３１の２、１３２の一部、１３４、１３６、彦成二丁

目２８１の１、２８２の１、２８３の１から２８３の３まで、２８４の１、

２８４の２、２８５から２８８まで、２８９の１、２８９の２、２９０、２

９１の１、２９１の２、２９２から３００まで、３０１の１、３０１の２、

３０２、３０３の１、３０４の１、３０５から３１０まで、３１１の１、３

１１の２、３１２、３１３、４３０の２、４３２の２、４３３の２、４３４、

４３７、４３８の２、４３９の２、４４０の２、４４１の２、４４３の２ 
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彦郷二丁目を画する区域 

 彦糸二丁目８２、８３、８４の１、８４の２、８５から９１まで、９２の

１から９２の４まで、９３の１、９３の２、９４から１１２まで、１１３の

１、１１３の２、１１４の１、１１４の２、１１５から１２０まで、１２１

の１、１２１の２、１２２から１３３まで、１３４の１から１３４の３まで、

１３５の１から１３５の３まで、１３６から１４６まで、１４７の１、１４

７の２、１４８から１５３まで、１５４の１から１５４の４まで、１５５、

１５６の１から１５６の４まで、１５７の１から１５７の３まで、１５８の

１から１５８の３まで、１５９の１、１５９の２、１６０の１、１６０の２、

１６１の１、１６１の２、１６２から１６９まで、１７０の１、１７０の２、

１７１の１、１７１の２、１７２の２、１７２の３、１７３の２、１７４の

２、１８０の２、１８０の３、１８１、１８２の２、１８２の３、１８３の

２、１８４の２、１８４の３、２０１の３から２０１の５まで、２０２の２、

２２６の２、２２７の２、２４９の２、２５０の２、２５４の２の一部、２

５８の２の一部、２６２の２の一部、２６４から２８１まで、２８３の一部、

２８４の一部、２８５の一部、２８６、２８７の一部、２８８の一部、２９

０の一部、２９１の一部、２９２の一部、２９４の一部、２９５の一部、２

９６の一部、２９９の２の一部、３００の一部、３０１から３０５まで、及

び彦糸二丁目の区域に介在する水路である公有地の全部、彦音二丁目１２０

の２、１２１の２、１２２、１３２の一部、１３３の２ 

 

（令和７年５月１２日調査） 
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議案第５０号 

 

工事請負変更契約の締結について 

 

（仮称）南部地域拠点防災コミュニティ施設新築工事（建築）請負変更契

約を次のとおり締結することについて議決を求める。 

 

１ 工 事 名   （仮称）南部地域拠点防災コミュニティ施設新築工事

（建築） 

２ 工 事 場 所  三郷市鷹野三丁目５２１番 

３ 履 行 期 限  令和８年１０月３０日 

４ 契 約 金 額  変更前 １，５０５，７０２，０００円 

          変更後 １，５１０，９８７，５００円 

５ 契約の相手方  三郷市三郷一丁目２６番地５ 

加藤第１マンション１０１号 

          不動開発株式会社 三郷営業所 

常務取締役所長 小野 弘 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

（仮称）南部地域拠点防災コミュニティ施設新築工事（建築）請負変更契

約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例（昭和３９年条例第７号）第２条の規定により、この案を提出す

るものである。 
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議案第５１号 

 

工事請負契約の締結について 

 

三郷市立岩野木学校給食センター解体工事請負契約を次のとおり締結する

ことについて議決を求める。 

 

１ 工 事 名  三郷市立岩野木学校給食センター解体工事 

２ 工 事 場 所  三郷市岩野木１４６番地 

３ 履 行 期 限  令和８年２月１６日 

４ 契 約 金 額  １７５，１２０，０００円 

５ 契約の相手方  三郷市早稲田一丁目３番地２ 

          ヴィレッジ田部井３０１号室 

          株式会社水谷工務店 三郷営業所 

営業所長 松崎 秀夫 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

三郷市立岩野木学校給食センター解体工事請負契約を締結したいので、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年

条例第７号）第２条の規定により、この案を提出するものである。 
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議案第５２号 

 

   三郷市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一 

部改正について 

 

 三郷市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例を別紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 基幹業務システム標準化に当たり、国が定める地方公共団体情報システム

標準仕様書に住登外者宛名番号管理機能が規定されるとともに、当該機能を

用いて行う住登外者宛名管理事務が新たに個人番号利用事務に位置付けられ

たことに伴い、条例の整備を図りたいので、この案を提出するものである。 
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［
略

］
 

［
略

］
 

 
 

附
 
則
 

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議案第５３号 

 

   三郷市行政手続条例の一部改正について 

 

 三郷市行政手続条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 行政手続法（平成５年法律第８８号）の改正の趣旨にのっとり、条例の整

備を図りたいので、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

 
 

 
三
郷
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

  
三
郷
市
行
政
手
続
条
例
（
平
成
１
０
年
条
例
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（

聴
聞

の
通

知
の

方
式

）
 

（
聴

聞
の

通
知

の
方

式
）
 

第
１
５
条

 
［

略
］

 
第
１
５
条

 
［

略
］

 
２
 
［

略
］

 
２
 

［
略

］
 

３
 

行
政

庁
は

、
不

利
益

処
分

の
名

宛
人

と
な

る
べ

き
者

の
所

在
が

判
明

し
な

い
場

合
に

お

い
て
は
、
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

通
知

を
、
公

示
の

方
法

に
よ

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

。 
３

 
行

政
庁

は
、

不
利

益
処

分
の

名
宛

人
と

な
る

べ
き

者
の

所
在

が
判

明
し

な
い

場
合

に
お

い
て
は
、
第
１
項

の
規

定
に

よ
る

通
知

を
、
そ

の
者

の
氏

名
、
同

項
第

３
号

及
び

第
４

号
に

掲
げ

る
事

項
並

び
に

当
該

行
政

庁
が

同
項

各
号

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
書

面
を

い
つ

で
も

そ
の

者
に

交
付

す
る

旨
を

当
該

行
政

庁
の

事
務

所
の

掲
示

場
に

掲
示

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
掲

示
を

始
め

た
日

か
ら

２
週

間
を

経
過

し
た

と
き

に
、

当
該

通
知

が
そ

の
者

に
到

達
し

た
も

の
と

み
な

す
。

 
４
 

前
項

の
公
示

の
方

法
に

よ
る

通
知

は
、
不

利
益

処
分

の
名

宛
人
と
な

る
べ
き

者
の
氏

名
、

第
１

項
第

３
号

及
び

第
４

号
に

掲
げ

る
事

項
並

び
に

当
該

行
政

庁
が

同
項

各
号

に
掲

げ
る

事
項
を
記

載
し
た

書
面

を
い

つ
で

も
そ

の
者

に
交

付
す
る

旨
（

以
下
こ
の

項
に
お

い
て
「
公

示
事
項
」
と
い

う
。
）
を

規
則

で
定

め
る

方
法

に
よ
り
不

特
定

多
数
の
者

が
閲
覧

す
る
こ

と

が
で

き
る

状
態

に
置

く
と

と
も

に
、

公
示

事
項

が
記

載
さ

れ
た

書
面

を
当

該
行

政
庁

の
事

務
所

の
掲

示
場

に
掲

示
し

、
又

は
公

示
事

項
を

当
該

事
務

所
に

設
置

し
た

電
子

計
算

機
の

映
像

面
に

表
示

し
た

も
の

の
閲

覧
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

状
態

に
置

く
措

置
を

と
る

こ
と

に
よ

っ
て

行
う

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

措
置

を
開

始
し

た
日

か
ら

２
週

間
を

経
過

し
た

と
き

に
、

当
該

通
知

が
そ

の
者

に
到

達
し

た
も

の
と

み
な

す
。

 

 

（
代

理
人

）
 

（
代

理
人

）
 

第
１

６
条

 
前

条
第

１
項

の
通

知
を

受
け

た
者

（
同

条
第

４
項

後
段

の
規

定
に

よ
り

当
該

通

知
が
到
達

し
た
も

の
と

み
な

さ
れ

る
者

を
含

む
。
以

下
「
当
事

者
」
と
い
う
。
）
は
、
代
理

第
１

６
条

 
前

条
第

１
項

の
通

知
を

受
け

た
者

（
同

条
第

３
項

後
段

の
規

定
に

よ
り

当
該

通

知
が
到
達

し
た
も

の
と

み
な

さ
れ

る
者

を
含

む
。
以

下
「

当
事

者
」
と

い
う

。
）
は

、
代

理
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人
を

選
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

人
を

選
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
～
４
 

［
略
］

 
２
～
４
 

［
略
］

 
（

聴
聞

の
主

宰
）

 
（

聴
聞

の
主

宰
）

 
第
１
９
条

 
［

略
］

 
第
１
９
条

 
［

略
］

 
２
 
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

は
、

聴
聞

を
主

宰
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

２
 

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
は

、
聴

聞
を

主
宰

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
(
1
)
～
(
3
)
 

［
略

］
 

(
1
)
～
(
3
)
 

［
略
］

 

(
4
)
 
前

３
号

に
規

定
す

る
者

で
あ

っ
た

者
 

(
4
)
 
前

３
号

に
規

定
す

る
者

で
あ

っ
た

こ
と

の
あ

る
者

 

(
5
)
・
(
6
)
 

［
略

］
 

(
5
)
・
(
6
)
 

［
略
］

 

（
続

行
期

日
の

指
定

）
 

（
続

行
期

日
の

指
定

）
 

第
２
２
条

 
［

略
］

 
第
２
２
条

 
［

略
］

 

２
 
［

略
］

 
２
 

［
略

］
 

３
 

第
１

５
条

第
３

項
及

び
第

４
項

の
規

定
は

、
前

項
本

文
の

場
合

に
お

い
て

、
当

事
者

又

は
参

加
人

の
所

在
が

判
明

し
な

い
と

き
に

お
け

る
通

知
の

方
法

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
条

第
３

項
及

び
第

４
項

中
「

不
利

益
処

分
の

名
宛

人
と

な
る

べ
き

者
」
と
あ
る

の
は
「

当
事

者
又

は
参

加
人

」
と

、
同

項
中
「

と
き
」
と
あ
る

の
は
「
と
き
（

同

一
の

当
事

者
又

は
参

加
人

に
対

す
る

２
回

目
以

降
の

通
知

に
あ

っ
て

は
、

当
該

措
置

を
開

始
し
た
日

の
翌

日
）

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

第
１

５
条

第
３

項
の

規
定

は
、

前
項

本
文

の
場

合
に

お
い

て
、

当
事

者
又

は
参

加
人

の

所
在

が
判

明
し

な
い

と
き

に
お

け
る

通
知

の
方

法
に

つ
い

て
準

用
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て
、
同

条
第
３

項
中
「

不
利

益
処

分
の

名
宛

人
と

な
る

べ
き

者
」
と

あ
る

の
は
「

当
事

者

又
は

参
加

人
」

と
、

「
掲

示
を

始
め

た
日

か
ら

２
週

間
を

経
過

し
た

と
き

」
と

あ
る

の
は

「
掲

示
を

始
め

た
日

か
ら

２
週

間
を

経
過

し
た

と
き

（
同

一
の

当
事

者
又

は
参

加
人

に
対

す
る

２
回

目
以

降
の

通
知

に
あ

っ
て

は
、
掲

示
を

始
め

た
日

の
翌

日
）
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
聴

聞
に

関
す

る
手

続
の

準
用

）
 

（
聴

聞
に

関
す

る
手

続
の

準
用

）
 

第
２

９
条

 
第

１
５

条
第

３
項

及
び

第
４

項
並

び
に

第
１

６
条

の
規

定
は

、
弁

明
の

機
会

の

付
与
に
つ

い
て
準

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第
１

５
条

第
３
項
中
「
第
１

項
」
と
あ

る
の
は
「
第

２
８

条
」
と

、
同

条
第

４
項

中
「

第
１

項
第
３

号
及
び
第
４

号
」
と
あ

る
の
は

「
第

２
８

条
第

３
号

」
と

、
「

同
項

各
号

」
と

あ
る
の
は
「
同

条
各
号
」
と
、
第

１
６
条

第

１
項
中
「

前
条
第

１
項

」
と

あ
る

の
は
「

第
２

８
条
」
と
、
「

同
条

第
４

項
後

段
」
と
あ

る

の
は

「
第

２
９

条
に

お
い

て
準

用
す

る
第

１
５

条
第

４
項

後
段

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る
。

 

第
２

９
条

 
第

１
５

条
第

３
項

及
び

第
１

６
条

の
規

定
は

、
弁

明
の

機
会

の
付

与
に

つ
い

て

準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に

お
い

て
、
第

１
５

条
第

３
項

中
「

第
１

項
」
と

あ
る

の
は
「

第
２

８
条
」
と

、
「

同
項

第
３

号
及

び
第

４
号

」
と

あ
る

の
は
「

同
条

第
３

号
」
と

、
「

同
項

各

号
」
と
あ
る

の
は
「
同

条
各

号
」
と

、
第

１
６

条
第

１
項

中
「

前
条

第
１

項
」
と

あ
る

の
は

「
第
２
８

条
」
と
、
「

同
条

第
３

項
後

段
」
と

あ
る

の
は
「

第
２

９
条

に
お

い
て

準
用

す
る

第
１

５
条

第
３

項
後

段
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

附
 
則
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（
施
行
期
日
）
 

１
 

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
（
経
過
措
置
）
 

２
 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
三
郷
市
行
政
手
続
条
例
第
１
５
条
第
３
項
及
び
第
４
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
例
又
は
他
の
条
例
に

お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
は

、
こ

の
条

例
の
施
行

の
日

以
後

に
す
る
通
知
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
し
た
通
知
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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議案第５４号 

 

職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

 

職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 昨今の物価上昇に対応し、公務による旅行の際に、適正な実費弁償を行う

ため、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

 
 

 
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

  
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
４
年
条
例
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（

宿
泊

料
）

 
（

宿
泊

料
）

 

第
１
７
条

 
［

略
］

 
第
１
７
条

 
［

略
］

 

２
 
［

略
］

 
２
 

［
略

］
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
宿

泊
に

係
る

特
別

な
事

情
が

あ
る

場
合

と
し

て
規

則

で
定

め
る

場
合

は
、
当

該
宿

泊
に

要
す

る
費

用
と

し
て
規

則
で

定
め

る
額

と
す

る
。

 

 

別
表
第
２

（
第
１

７
条

、
第
１

８
条

関
係

）
 

内
国

旅
行

の
旅

費
 

別
表
第
２

（
第
１

７
条

、
第
１

８
条

関
係

）
 

内
国

旅
行

の
旅

費
 

 

区
分

 
宿

泊
料

（
１

夜
に

つ
き

）
 

食
卓

料
（

１
夜

に
つ

き
）

 

市
長
等

 
２

１
，

０
０

０
円

［
略
］

８
級

以
下

の
職

務
に

あ
る

者
 

１
９

，
０

０
０

円
［
略
］

 

区
分

 
宿

泊
料

（
１

夜
に

つ
き

）
 

食
卓

料
（

１
夜

に
つ

き
）

 

市
長
等

 
１

６
，

０
０

０
円

［
略

］

８
級

以
下

の
職

務
に

あ
る

者
 

１
４

，
０

０
０

円
［

略
］

附
 
則
 

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議案第５５号 

 

   職員の育児休業等に関する条例等の一部改正について 

 

 職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 育児を行う職員の柔軟な働き方の実現を図り、職業生活と家庭生活の両立

を一層容易にするため、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

 

 
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
１

条
 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
４
年
条
例
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（

趣
旨

）
 

 
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

公
務

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第

１
１
０
号

。
以

下
「

育
児

休
業

法
」
と

い
う

。
）
第

２
条
第

１
項
、
第
３

条
第
２

項
、
第

５

条
第
２
項
、
第

７
条

、
第

８
条

、
第

１
０

条
第

１
項

及
び
第

２
項
、
第
１
４

条
（
同
法

第
１

７
条
に
お

い
て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）
、
第

１
７

条
並
び

に
第

１
９

条
第

１
項

か
ら

第

３
項

ま
で

及
び

第
５

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
並

び
に

同
法

を
実

施
す

る
た

め
、

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

公
務

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第

１
１
０
号

。
以
下
「
育

児
休

業
法

」
と

い
う

。
）
第

２
条

第
１

項
、
第

３
条

第
２

項
、
第

５

条
第
２
項
、
第
７
条
、
第

８
条

、
第

１
０

条
第

１
項

及
び

第
２

項
、
第

１
４

条
（

同
法

第
１

７
条
に
お

い
て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）
、
第

１
７

条
並

び
に

第
１

９
条

第
１

項
及

び
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

並
び

に
同

法
を

実
施

す
る

た
め

、
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

部
分

休
業

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

職
員

）
 

 
（

部
分

休
業

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

職
員

）
 

第
１

７
条

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
１

項
の

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員

と
す
る
。

 

第
１

７
条

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
１

項
の

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員

と
す
る
。

 

 
(
1
)
 

［
略
］

 
 
(
1
)
 

［
略
］

 

 
(
2
)
 
勤
務
日
の

日
数

を
考

慮
し

て
規

則
で

定
め

る
非

常
勤

職
員

以
外

の
非

常
勤

職
員

（
地

方
公

務
員

法
第

２
２

条
の

４
第

１
項

に
規

定
す

る
短

時
間

勤
務

の
職

を
占

め
る

職
員

（
以
下
「
定

年
前

再
任

用
短

時
間

勤
務

職
員

等
」
と

い
う
。
）
を
除
く
。
次

条
に
お

い
て

同
じ
。
）

 

 
(
2
)
 
勤
務
日
の

日
数

及
び

勤
務

日
ご

と
の

勤
務

時
間

を
考

慮
し

て
規

則
で

定
め

る
非

常
勤

職
員

以
外

の
非

常
勤

職
員

（
地

方
公

務
員

法
第

２
２

条
の

４
第

１
項

に
規

定
す

る
短

時

間
勤
務
の

職
を
占

め
る

職
員
（

以
下
「

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
等

」
と

い
う

。
）

を
除
く
。

）
 

 
（
第

１
号

部
分

休
業

の
承

認
）

 
 

（
部

分
休

業
の

承
認

）
 

第
１

８
条

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
２

項
第

１
号

に
掲

げ
る

範
囲

内
で

請
求

す
る

同
条

第

１
項
に
規

定
す
る

部
分

休
業
（

以
下
「

第
１

号
部

分
休
業
」
と

い
う
。
）
の
承
認

は
、
３
０

分
を

単
位

と
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

第
１

８
条

 
部

分
休

業
（

育
児

休
業

法
第

１
９

条
第

１
項

に
規

定
す

る
部

分
休

業
を

い
う

。

以
下
同
じ

。
）
の
承

認
は

、
勤

務
時

間
条

例
第

８
条

に
規

定
す

る
正

規
の

勤
務

時
間
（

非
常

勤
職
員
（

定
年
前

再
任

用
短

時
間

勤
務

職
員

等
を

除
く

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）
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に
あ

っ
て

は
、

当
該

非
常

勤
職

員
に

つ
い

て
定

め
ら

れ
た

勤
務

時
間

）
の

始
め

又
は

終
わ

り
に

お
い

て
、

３
０

分
を

単
位

と
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

２
 

勤
務

時
間

条
例

第
１

４
条

第
２

項
第

６
号

の
規

定
に

よ
る

特
別

休
暇

（
以

下
「

育
児

時

間
」
と
い

う
。
）
又

は
同

条
例

第
１

５
条

の
２

第
１
項
の

規
定

に
よ
る
介

護
時
間

の
承
認

を

受
け
て
勤

務
し
な

い
職

員
（

非
常

勤
職

員
を

除
く

。
）
に
対
す

る
第

１
号

部
分

休
業

の
承

認

に
つ

い
て

は
、

１
日

に
つ

き
２

時
間

か
ら

当
該

育
児

時
間

又
は

当
該

介
護

時
間

の
承

認
を

受
け

て
勤

務
し

な
い
時

間
を

減
じ

た
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

行
う

も
の

と
す

る
。

 

２
 

勤
務

時
間

条
例

第
１

４
条

第
２

項
第

６
号

の
規

定
に

よ
る

特
別

休
暇

（
以

下
「

育
児

時

間
」
と
い

う
。
）
又
は

同
条

例
第

１
５

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

介
護

時
間

の
承

認
を

受
け
て
勤

務
し
な

い
職

員
（

非
常

勤
職

員
を

除
く

。
）
に

対
す

る
部

分
休

業
の

承
認

に
つ

い

て
は

、
１

日
に

つ
き

２
時

間
か

ら
当

該
育

児
時

間
又

は
当

該
介

護
時

間
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
時

間
を

減
じ

た
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

行
う

も
の

と
す

る
。

 

３
 

非
常

勤
職

員
に

対
す

る
第

１
号

部
分

休
業

の
承

認
に

つ
い

て
は

、
１

日
に

つ
き

、
当

該

非
常

勤
職

員
に

つ
い

て
１

日
に

つ
き

定
め

ら
れ

た
勤

務
時

間
か

ら
５

時
間

４
５

分
を

減
じ

た
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

（
当

該
非

常
勤

職
員

が
育

児
時

間
又

は
育

児
休

業
、

介
護

休
業

等
育

児
又

は
家

族
介

護
を

行
う

労
働

者
の

福
祉

に
関

す
る

法
律

（
平

成
３

年
法

律
第

７
６
号
）
第
６

１
条

の
２

第
２

０
項

の
規

定
に

よ
る
介
護

を
す

る
た
め
の

時
間
（

以
下
「
介

護
を
す
る

た
め
の

時
間

」
と

い
う

。
）
の

承
認

を
受
け
て

勤
務

し
な
い
場

合
に
あ

っ
て
は

、

当
該

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
、

か
つ

、
２

時
間

か
ら

当
該

育
児

時
間

又
は

当
該

介
護

を
す

る
た

め
の

時
間

の
承

認
を

受
け

て
勤

務
し

な
い

時
間

を
減

じ
た

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
）

行
う

も
の

と
す

る
。

 

３
 

非
常

勤
職

員
に

対
す

る
部

分
休

業
の

承
認

に
つ

い
て

は
、

１
日

に
つ

き
、

当
該

非
常

勤

職
員

に
つ

い
て

１
日

に
つ

き
定

め
ら

れ
た

勤
務

時
間

か
ら

５
時

間
４

５
分

を
減

じ
た

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
（

当
該

非
常

勤
職

員
が

育
児

時
間

又
は

育
児

休
業

、
介

護
休

業
等

育
児
又
は

家
族
介

護
を

行
う

労
働

者
の

福
祉

に
関

す
る

法
律
（

平
成

３
年

法
律

第
７

６
号

）
 

第
６

１
条

の
２

第
２

０
項

の
規

定
に

よ
る

介
護

を
す

る
た

め
の

時
間

（
以

下
「

介
護

を
す

る
た
め
の

時
間
」
と

い
う

。
）
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

、
か

つ
、

２
時

間
か

ら
当

該
育

児
時

間
又

は
当

該
介

護
を

す
る

た
め

の
時

間
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
時

間
を

減
じ

た
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内

で
）

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
（

第
２

号
部

分
休

業
の

承
認

）
 

 

第
１

８
条

の
２

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
２

項
第

２
号

に
掲

げ
る

範
囲

内
で

請
求

す
る

同

条
第
１
項

に
規
定

す
る

部
分

休
業
（

以
下
「

第
２

号
部
分

休
業

」
と
い
う

。
）
の

承
認
は

、

１
時

間
を

単
位

と
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
時

間
数

の
第

２
号

部
分

休
業

を
承

認
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

 

 

 
(
1
)
 
１

回
の

勤
務

に
係

る
日

ご
と

の
勤

務
時

間
に

分
を

単
位

と
し

た
時

間
が

あ
る

場
合

で

あ
っ

て
、

当
該

勤
務

時
間

の
全

て
に

つ
い

て
承

認
の

請
求

が
あ

っ
た

と
き

 
当

該
勤

務

時
間

の
時

間
数

 

 

 
(
2
)
 
第

２
号

部
分

休
業

の
残

時
間

数
に

１
時

間
未

満
の

端
数

が
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当

該
残

時
間

数
の

全
て

に
つ

い
て

承
認

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
 

当
該

残
時

間
数

 

 

 
（

育
児

休
業

法
第

１
９

条
第

２
項

の
条

例
で

定
め

る
１

年
の

期
間

）
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第
１

８
条

の
３

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
２

項
の

条
例

で
定

め
る

１
年

の
期

間
は

、
毎

年

４
月

１
日

か
ら

翌
年

３
月

３
１

日
ま

で
と

す
る

。
 

 

 
（

育
児

休
業

法
第

１
９

条
第

２
項

第
２

号
の

人
事

院
規

則
で

定
め

る
時

間
を

基
準

と
し

て

条
例

で
定

め
る

時
間

）
 

 

第
１

８
条

の
４

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
２

項
第

２
号

の
人

事
院

規
則

で
定

め
る

時
間

を

基
準

と
し

て
条

例
で

定
め

る
時

間
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
職

員
の

区
分

に
応

じ
、

当
該

各
号

に
定

め
る

時
間

と
す

る
。

 

 

 
(
1
)
 
非

常
勤

職
員

以
外

の
職

員
 

７
７

時
間

３
０

分
 

 

 
(
2
)
 
非

常
勤

職
員
 

当
該

非
常

勤
職

員
の

勤
務

日
１

日
当

た
り

の
勤

務
時

間
数

に
１

０
を

乗
じ

て
得

た
時

間
 

 

 
（

育
児

休
業

法
第

１
９

条
第

３
項

の
条

例
で

定
め

る
特

別
の

事
情

）
 

 

第
１

８
条

の
５

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
３

項
の

条
例

で
定

め
る

特
別

の
事

情
は

、
配

偶

者
が

負
傷

又
は

疾
病

に
よ

り
入

院
し

た
こ

と
、

配
偶

者
と

別
居

し
た

こ
と

そ
の

他
の

同
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
申

出
時

に
予

測
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

事
実

が
生

じ
た

こ
と

に
よ
り
同

条
第
３

項
の

規
定

に
よ

る
変

更
（

以
下
「
第

３
項
変

更
」
と
い
う
。
）
を
し
な

け

れ
ば

同
項

の
職

員
の

小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

の
養

育
に

著
し

い
支

障
が

生
じ

る
と

任
命

権
者

が
認

め
る

事
情

と
す

る
。

 

 

 
（

部
分

休
業

を
し

て
い

る
職

員
の

給
与

の
取

扱
い

）
 

 
（

部
分

休
業

を
し

て
い

る
職

員
の

給
与

の
取

扱
い

）
 

第
１

９
条

 
職

員
が

育
児

休
業

法
第

１
９

条
第

１
項

に
規

定
す

る
部

分
休

業
の

承
認

を
受

け

て
勤

務
し

な
い

場
合

に
は

、
給

与
条

例
第

１
１

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
勤

務
し

な
い

１
時

間
に

つ
き

、
同

条
例

第
１

５
条

に
規

定
す

る
勤

務
１

時
間

当
た

り
の

給
与

額
を

減
額

し
て

給
与

を
支

給
す

る
。

 

第
１

９
条

 
職

員
が

部
分

休
業

の
承

認
を

受
け

て
勤

務
し

な
い

場
合

に
は

、
給

与
条

例
第

１

１
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

勤
務

し
な

い
１

時
間

に
つ

き
、

同
条

例
第

１
５

条
に

規
定

す
る

勤
務

１
時

間
当

た
り

の
給

与
額

を
減

額
し

て
給

与
を

支
給

す
る

。
 

 
（

部
分

休
業

の
承

認
の

取
消

事
由

）
 

 
（

部
分

休
業

の
承

認
の

取
消

事
由

）
 

第
２

０
条

 
育

児
休

業
法

第
１

９
条

第
６

項
に

お
い

て
準

用
す

る
育

児
休

業
法

第
５

条
第

２

項
の

条
例

で
定

め
る

事
由

は
、

職
員

が
第

３
項

変
更

を
し

た
と

き
と

す
る

。
 

第
２
０
条

 
第

１
３

条
の

規
定

は
、

部
分

休
業

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
２

条
 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
平
成
７
年
条
例
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（

育
児

又
は

介
護

を
行

う
職

員
の

早
出

遅
出

勤
務

）
 

 
（

育
児

又
は

介
護

を
行

う
職

員
の

早
出

遅
出

勤
務

）
 

第
８

条
の

２
 

任
命

権
者

は
、
次

に
掲

げ
る

職
員

が
、
規
則
で

定
め
る
と

こ
ろ
に

よ
り

、
そ
の

子
（
民
法
（
明

治
２

９
年

法
律

第
８

９
号

）
第

８
１

７
条
の
２

第
１
項
の

規
定
に

よ
り
職

員

が
当

該
職

員
と

の
間

に
お

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に

係
属

し
て

い
る

場
合
に
限

る
。
）
で

あ
っ

て
、
当

該
職

員
が

現
に

監
護
す

る
も

の
、
児
童
福

祉
法
（
昭

和
２

２
年

法
律

第
１

６
４

号
）

第
２

７
条

第
１

項
第

３
号

の
規

定
に

よ
り

同
法

第
６

条
の

４
第

２
号

に
規

定
す

る
養

子
縁

組
里

親
で

あ
る

職
員

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

含
む

。
第

１
５

条
第

１
項

及
び

第
１

８
条

の
２

第
１
項
第

３
号
を

除
き

、
以

下
同

じ
。
）
を

養
育
す

る
た
め

に
請
求
し
た

場
合
に

は
、
公

務

の
運

営
に

支
障

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

当
該

職
員

に
当

該
請

求
に

係
る

早
出

遅
出

勤
務

（
始

業
及

び
終

業
の

時
刻

を
、

職
員

が
育

児
又

は
介

護
を

行
う

た
め

の
も

の
と

し
て

あ
ら

か
じ

め
定

め
ら

れ
た

特
定

の
時

刻
と

す
る

勤
務

時
間

の
割

振
り

に
よ

る
勤

務
を

い
う

。
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

を
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 

第
８

条
の

２
 

任
命
権

者
は

、
次

に
掲

げ
る

職
員

が
、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
そ

の

子
（
民
法
（
明

治
２
９

年
法

律
第

８
９

号
）
第

８
１

７
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
職

員

が
当

該
職

員
と

の
間

に
お

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に

係
属

し
て

い
る

場
合
に
限

る
。
）
で

あ
っ

て
、
当

該
職

員
が

現
に

監
護

す
る

も
の

、
児

童
福

祉
法
（

昭
和

２

２
年

法
律

第
１

６
４

号
）

第
２

７
条

第
１

項
第

３
号

の
規

定
に

よ
り

同
法

第
６

条
の

４
第

２
号

に
規

定
す

る
養

子
縁

組
里

親
で

あ
る

職
員

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

及
び

次
条

に
お

い
て

同

じ
。
）
を
養
育

す
る
た

め
に

請
求

し
た

場
合

に
は

、
公

務
の

運
営

に
支

障
が

あ
る

場
合

を
除

き
、
規
則

で
定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
当

該
職

員
に

当
該

請
求

に
係

る
早

出
遅

出
勤

務
（

始

業
及

び
終

業
の

時
刻

を
、

職
員

が
育

児
又

は
介

護
を

行
う

た
め

の
も

の
と

し
て

あ
ら

か
じ

め
定

め
ら

れ
た

特
定

の
時

刻
と

す
る

勤
務

時
間

の
割

振
り

に
よ

る
勤

務
を

い
う

。
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

を
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
1
)
・
(
2
)
 

［
略

］
 

 
(
1
)
・
(
2
)
 

［
略
］

 

２
 

前
項

の
規

定
は

、
第

１
５

条
第

１
項

に
規

定
す

る
要

介
護

者
を

介
護

す
る

職
員

に
つ

い

て
準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
前

項
中
「
次

に
掲
げ

る
職
員
が
、
規
則
で

定
め
る

と

こ
ろ
に
よ

り
、
そ

の
子
（

民
法
（

明
治

２
９

年
法

律
第
８

９
号

）
第
８
１

７
条
の

２
第
１

項

の
規

定
に

よ
り

職
員

が
当

該
職

員
と

の
間

に
お

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に
係
属

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。
）
で

あ
っ

て
、
当
該
職

員
が
現
に
監

護
す
る

も
の
、
児

童
福

祉
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
１

６
４

号
）

第
２

７
条

第
１

項
第

３
号

の
規

定
に

よ
り

同
法

第
６

条
の

４
第

２
号

に
規

定
す

る
養

子
縁

組
里

親
で

あ
る

職
員

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

含
む

。
第

１
５

条
第

１
項

及
び
第
１

８
条
の

２
第

１
項

第
３

号
を

除
き

、
以

下
同
じ
。
）
を
養
育
」
と

あ
る
の

は
「
第

２
 

前
項

の
規

定
は

、
第

１
５

条
第

１
項

に
規

定
す

る
要

介
護

者
を

介
護

す
る

職
員

に
つ

い

て
準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
前

項
中
「

次
に

掲
げ

る
職

員
が

、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ
に
よ

り
、
そ

の
子
（

民
法
（

明
治

２
９

年
法

律
第

８
９

号
）
第

８
１

７
条

の
２

第
１

項

の
規

定
に

よ
り

職
員

が
当

該
職

員
と

の
間

に
お

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に
係
属

し
て
い

る
場

合
に

限
る

。
）
で

あ
っ

て
、
当

該
職

員
が

現
に

監
護

す
る

も
の

、
児

童
福

祉
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
１

６
４

号
）

第
２

７
条

第
１

項
第

３
号

の
規

定
に

よ
り

同
法

第
６

条
の

４
第

２
号

に
規

定
す

る
養

子
縁

組
里

親
で

あ
る

職
員

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

及
び

次
条

に
お

い
て

同
じ
。
）
を

養
育

」
と

あ
る

の
は
「

第
１

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

要
介

護
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１
５
条
第

１
項
に

規
定

す
る

要
介

護
者

の
あ

る
職

員
が
、
規
則

で
定
め
る

と
こ
ろ

に
よ
り

、

当
該

要
介

護
者

を
介

護
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

者
の
あ
る

職
員
が

、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
当

該
要

介
護

者
を

介
護

」
と

読
み

替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 
［

略
］

 
３
 

［
略

］
 

 
（

介
護

休
暇

）
 

 
（

介
護

休
暇

）
 

第
１
５
条

 
介
護

休
暇

は
、
職

員
が

要
介

護
者
（

配
偶

者
（
届

出
を
し
な

い
が
事

実
上
婚

姻
関

係
と
同
様

の
事
情

に
あ

る
者

を
含

む
。
以

下
こ

の
項

に
お
い

て
同
じ
。
）
、
父
母
、
子
、
配

偶
者
の
父

母
そ
の

他
規

則
で

定
め

る
者
（

第
１

８
条

の
３

第
１

項
に
お
い

て
「
配
偶

者
等

」

と
い
う
。
）
で

負
傷

、
疾

病
又

は
老

齢
に

よ
り

規
則

で
定

め
る

期
間
に
わ

た
り
日

常
生
活

を

営
む
の
に

支
障
が

あ
る

も
の

を
い

う
。
以

下
同

じ
。
）
の
介

護
を
す
る
た

め
、
任

命
権
者

が

規
則

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
職

員
の

申
出

に
基

づ
き

、
要

介
護

者
の

各
々

が
当

該
介

護
を
必
要

と
す

る
１

の
継

続
す

る
状

態
ご

と
に

、
３
回

を
超
え

ず
、
か
つ

、
通

算
し
て

６
月

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
指

定
す

る
期

間
（

以
下
「

指
定

期
間
」
と
い
う
。
）
内

に
お
い

て
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
お

け
る

休
暇

と
す

る
。

 

第
１
５
条

 
介
護

休
暇
は

、
職

員
が

要
介

護
者
（

配
偶

者
（

届
出

を
し

な
い

が
事

実
上

婚
姻

関

係
と
同
様

の
事
情

に
あ

る
者

を
含

む
。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）
、
父

母
、
子

、
配

偶
者
の
父

母
そ
の

他
規

則
で

定
め

る
者
（

第
１

８
条

の
２

第
１

項
に

お
い

て
「

配
偶

者
等

」

と
い
う
。
）
で

負
傷
、
疾

病
又

は
老

齢
に

よ
り

規
則

で
定

め
る

期
間

に
わ

た
り

日
常

生
活

を

営
む
の
に

支
障
が

あ
る

も
の

を
い

う
。
以

下
同

じ
。
）
の

介
護

を
す

る
た

め
、
任

命
権

者
が

規
則

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
職

員
の

申
出

に
基

づ
き

、
要

介
護

者
の

各
々

が
当

該
介

護
を
必
要

と
す
る

１
の

継
続

す
る

状
態

ご
と

に
、
３

回
を

超
え

ず
、
か

つ
、
通

算
し

て
６

月

を
超
え
な

い
範
囲

内
で

指
定

す
る

期
間
（

以
下
「

指
定

期
間

」
と

い
う

。
）
内

に
お

い
て

勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
お

け
る

休
暇

と
す

る
。

 

２
・
３
 

［
略
］

 
２
・
３
 

［
略
］

 

 
（

妊
娠

、
出

産
等

に
つ

い
て

の
申

出
を

し
た

職
員

等
に

対
す

る
意

向
確

認
等

）
 

 
 

第
１

８
条

の
２

 
任

命
権

者
は

、
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

４
年

条
例

第

３
号

）
第

２
１

条
第

１
項

の
措

置
を

講
ず

る
に

当
た

っ
て

は
、

同
条

の
規

定
に

よ
る

申
出

を
し
た
職

員
（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て
「

申
出

職
員
」
と
い
う

。
）
に
対
し
て
、
次

に
掲
げ

る
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

 
(
1
)
 
申
出
職
員
の

仕
事

と
育

児
と

の
両

立
に

資
す

る
制

度
又

は
措
置
（
次

号
に
お

い
て
「
出

生
時

両
立

支
援

制
度

等
」

と
い

う
。

）
そ

の
他

の
事

項
を

知
ら

せ
る

た
め

の
措

置
 

 

 
(
2
)
 
出
生
時
両
立

支
援

制
度

等
の

請
求

、
申

告
又
は
申

出
（

以
下
「
請

求
等
」
と
い
う

。
）

に
係

る
申

出
職

員
の

意
向

を
確

認
す

る
た

め
の

措
置

 

 

 
(
3
)
 
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
条

例
第

２
１

条
の

規
定

に
よ

る
申

出
に

係
る

子
の

心

身
の

状
況

又
は

育
児

に
関

す
る

申
出

職
員

の
家

庭
の

状
況

に
起

因
し

て
当

該
子

の
出

生

の
日

以
後

に
発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

と

の
両

立
の

支
障

と
な

る
事

情
の

改
善

に
資

す
る

事
項

に
係

る
申

出
職

員
の

意
向

を
確

認

す
る

た
め

の
措

置
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２
 

任
命

権
者
は

、
３

歳
に

満
た

な
い

子
を

養
育

す
る
職

員
（

以
下
こ
の

項
に
お

い
て
「
対
象

職
員
」
と
い

う
。
）
に

対
し

て
、
規

則
で

定
め

る
期

間
内
に
、
次
に
掲
げ

る
措
置

を
講
じ

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

 
(
1
)
 
対
象
職
員
の

仕
事

と
育

児
と

の
両

立
に

資
す

る
制

度
又

は
措
置
（
次

号
に
お

い
て
「
育

児
期
両
立

支
援

制
度

等
」

と
い

う
。

）
そ

の
他

の
事

項
を

知
ら

せ
る

た
め

の
措

置
 

 

 
(
2
)
 
育

児
期

両
立

支
援

制
度

等
の

請
求

等
に

係
る

対
象

職
員

の
意

向
を

確
認

す
る

た
め

の

措
置

 

 

 
(
3
)
 
対

象
職

員
の

３
歳

に
満

た
な

い
子

の
心

身
の

状
況

又
は

育
児

に
関

す
る

対
象

職
員

の

家
庭

の
状

況
に

起
因

し
て

発
生

し
、

又
は

発
生

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

職
業

生
活

と

家
庭

生
活

と
の

両
立

の
支

障
と

な
る

事
情

の
改

善
に

資
す

る
事

項
に

係
る

対
象

職
員

の

意
向

を
確

認
す

る
た

め
の

措
置

 

 

３
 

任
命

権
者

は
、

第
１

項
第

３
号

又
は

前
項

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
意

向
を

確
認

し
た

事

項
の

取
扱

い
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

意
向

に
配

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

 
（

配
偶

者
等

が
介

護
を

必
要

と
す

る
状

況
に

至
っ

た
職

員
に

対
す

る
意

向
確

認
等

）
 

 
（

配
偶

者
等

が
介

護
を

必
要

と
す

る
状

況
に

至
っ

た
職

員
に

対
す

る
意

向
確

認
等

）
 

第
１

８
条

の
３

 
任

命
権

者
は

、
職

員
が

配
偶

者
等

が
当

該
職

員
の

介
護

を
必

要
と

す
る

状

況
に

至
っ

た
こ

と
を

申
し

出
た

と
き

は
、

当
該

職
員

に
対

し
て

、
仕

事
と

介
護

と
の

両
立

に
資
す
る

制
度
又

は
措

置
（

以
下

こ
の

条
及

び
次

条
に
お

い
て
「
介

護
両
立

支
援
制

度
等

」

と
い
う
。
）
そ

の
他

の
事

項
を

知
ら

せ
る

と
と

も
に
、
介
護
両

立
支
援
制

度
等
の

請
求
等

に

係
る

当
該

職
員

の
意

向
を

確
認

す
る

た
め

の
面

談
そ

の
他

の
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

 

第
１

８
条

の
２

 
任

命
権

者
は

、
職

員
が

配
偶

者
等

が
当

該
職

員
の

介
護

を
必

要
と

す
る

状

況
に

至
っ

た
こ

と
を

申
し

出
た

と
き

は
、

当
該

職
員

に
対

し
て

、
仕

事
と

介
護

と
の

両
立

に
資
す
る

制
度
又

は
措

置
（

以
下

こ
の

条
及

び
次

条
に

お
い

て
「

介
護

両
立

支
援

制
度

等
」

と
い
う
。
）
そ
の
他

の
事

項
を

知
ら

せ
る

と
と

も
に

、
介

護
両

立
支

援
制

度
等

の
申

告
、
請

求
又
は
申

出
（
次
条

に
お

い
て
「

請
求

等
」
と

い
う

。
）
に

係
る

当
該

職
員

の
意

向
を

確
認

す
る

た
め

の
面

談
そ

の
他

の
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 
［

略
］

 
２
 

［
略

］
 

 
（

勤
務

環
境

の
整

備
に

関
す

る
措

置
）

 
 
（

勤
務

環
境

の
整

備
に

関
す

る
措

置
）

 

第
１

８
条

の
４
 

［
略

］
 

第
１

８
条

の
３
 

［
略
］

 

 
（
三
郷
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
３

条
 

三
郷
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
２
年
条
例
第
１
０
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

（
給

与
の

減
額

）
 

（
給

与
の

減
額

）
 

第
１
５
条

 
［

略
］

 
第
１
５
条

 
［

略
］

 

２
 

職
員

が
部

分
休

業
(
当

該
職

員
が

そ
の

小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

を
養

育
す

る
た

め
1
日

の
勤

務
時

間
の

全
部

又
は

一
部

を
勤

務
し

な
い

こ
と

を
い

う
。
)
又

は
介

護
休
暇
(
当
該

職
員

が
配

偶
者

、
父

母
、
子

、
配

偶
者
の

父
母

そ
の
他
管

理
者
が

指
定
す

る

者
で

負
傷

、
疾

病
又

は
老

齢
に

よ
り

管
理

者
が

指
定

す
る

期
間

に
わ

た
り

日
常

生
活

を
営

む
の

に
支

障
が

あ
る

者
の

介
護

を
す

る
た

め
、

勤
務

し
な

い
こ

と
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

お
け

る
休

暇
を

い
う

。
)
の

承
認

を
受
け

て
勤

務
し
な
い

場
合
に

は
、
前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

勤
務

し
な

い
1
時

間
に

つ
き

、
勤

務
1
時

間
当

た
り

の
給

与
額

を
減

額
し

て
給

与
を

支
給

す
る

。
 

２
 

職
員

が
部

分
休

業
（

当
該

職
員

が
そ

の
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

子
を

養

育
す

る
た

め
１

日
の

勤
務

時
間

の
一

部
を

勤
務

し
な

い
こ

と
を

い
う

。
）

又
は

介
護

休
暇

（
当
該
職

員
が
配

偶
者

、
父

母
、
子

、
配

偶
者

の
父

母
そ

の
他

管
理

者
が

指
定

す
る

者
で

負

傷
、

疾
病

又
は

老
齢

に
よ

り
管

理
者

が
指

定
す

る
期

間
に

わ
た

り
日

常
生

活
を

営
む

の
に

支
障

が
あ

る
者

の
介

護
を

す
る

た
め

、
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合
に
お

け
る
休

暇
を

い
う

。
）
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
場

合
に

は
、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
勤

務
し

な
い

１
時

間
に

つ
き

、
勤

務
１

時
間

当
た

り
の

給
与

額
を

減
額

し
て

給
与

を
支

給
す

る
。

 

附
 
則
 

 
（
施
行
期
日
）
 

第
１

条
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第

３
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
経
過
措
置
）
 

第
２

条
 
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
１
１
０
号
）
第
１
９
条
第
２
項
第
２
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
に

お
い

て
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（

以
下
「

施
行

日
」
と

い
う
。）

か
ら
令
和
８
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
部
分
休
業
の
承
認

の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
１
８
条
の
４
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
号
中
「
７
７
時
間
３
０
分
」
と
あ
る
の
は
「
３
８
時
間
４
５
分
」
と
、
同
条
第
２
号
中
「
１
０
」
と
あ
る
の

は
「
５
」
と
す
る
。
 

第
３

条
 

任
命
権
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、

第
２
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
第
１
８
条
の
２
第
２
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
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講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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議案第５６号 

 

三郷市斎場条例の一部改正について 

 

三郷市斎場条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 利用者範囲及び使用料等を見直し、斎場の円滑な運営及び安定稼働を図り

たいので、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

 
 

 
三
郷
市

斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

  
三

郷
市
斎

場
条
例
（

昭
和
５
３

年
条
例
第

６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

別
表
（

第
６

条
関

係
）

 

 
(
1
)
 
主
な
貸
出

施
設

 

別
表
（

第
６

条
関

係
）

 

 
(
1
)
 
主
な
貸
出
施
設

 

施
設

区
分

 
室
名

 

本
館

 
［

略
］

 
［
略
］

 

式
場

棟
 

［
略
］

 

家
族

控
室

、
導

師
控

室
 

新
館

 
式

場
（

1
・
2
）

 

［
略

］
 

家
族

控
室
(
菊

・
桔

梗
)
、

導
師

控
室

（
菊

・
桔

梗
）

［
略

］
 

 

施
設
区

分
 

室
名

 

本
館

 
［
略

］
 

［
略

］
 

式
場

棟
 

［
略

］
 

控
室

 

新
館

 
式

場
1
、

式
場

2
 

［
略

］
 

控
室

(
菊

・
桔

梗
)
 

［
略

］
 

 

 
(
2
)
 
使
用
料
 

区
分

 
種

別
 

単
位

 
使
用
料

 

市
内
の
者

 
市
外
の
者

 

儀
式

 
本
館

 
式

場
及

び
待

合
室

３
・

５
 

（
葬

儀
、

告
別

式
等

）
 

［
略
］

 
［
略
］

 
5
0
,
0
0
0
円

１
日

目
 

式
場

及
び

待
合

室
１
・

２
・

３
・

５
 

２
日

目
 

式
場

及
び

待
合

室
３
・

５
 

午
後

２
時

３

０
分

～
翌

日

午
後

２
時

３

０
分

。
た

だ

1
1
0
,
0
0
0
円

1
5
0
,
0
0
0
円

 
(
2
)
 
使
用
料
 

区
分

 
種

別
 

単
位

 
使

用
料

 

市
内

の
者

 
市

外
の

者
 

儀
式

 
本
館

 
葬

儀
、

告
別

式
 

式
場

及
び

待
合

室
３

・
５

 

［
略

］
 

［
略

］
 

 

通
夜

、
葬

儀
、

告
別

式
 

通
夜
日
 

式
場

及
び

待
合

室
１
・

２
・
３
・

５
 

翌
日
 

式
場

及
び

待
合

室
３
・
５

午
後

２
時

３

０
分

～
翌

日

午
後

２
時

３

０
分

 

1
5
0
,
0
0
0
円

26



（
通

夜
、

葬
儀

、
告

別
式

等
）

 

 

し
、

待
合

室

１
・
２
は

１
日

目
の

午
後

４

時
～

午
後

９

時
 

新
館

 
式

場
１

及
び

待
合

室
菊

又
は

式

場
２

及
び

待
合

室
桔

梗
 

（
葬

儀
、

告
別

式
等

）
 

［
略
］

 
［
略
］

 

 
式

場
1

及
び

待
合

室
菊

又
は

式

場
2
及

び
待

合
室

桔
梗

 

（
通

夜
、

葬
儀

、
告

別
式

等
）

 

［
略

］
 

5
0
,
0
0
0
円

火
葬

 

 

［
略

］
 

［
略

］
 

1
0
,
0
0
0
円

1
3
0
,
0
0
0
円

［
略
］

 

待
合
室

 

  

(
1
)
 
待

合
室

１
 

(
2
)
 
待

合
室

２
 

(
3
)
 
待

合
室

３
 

(
4
)
 
待

合
室

５
 

(
5
)
 
待

合
室

菊
 

(
6
)
 
待

合
室

桔
梗

 

(
7
)
 
待

合
室

萩
 

(
8
)
 
待

合
室

藤
 

火
葬

の
み

利

用
す

る
場

合

は
、
火

葬
時
刻

か
ら

２
時

間

以
内

と
す

る
。

無
料

 

超
過
利
用

 
式

場
、

待
合

室
 

１
部

屋
１

時

間
に
つ
き

 

2
,
0
0
0
円

4
,
0
0
0
円

安
置
室

 
［
略
］

 
１

体
２

日
に

つ
き

 

［
略
］

 
 

備
考

 

１
 
［

略
］

 

     

新
館

 
葬

儀
、

告
別

式
 

式
場

１
及

び
待

合
室

菊
又

は
式

場
２

及
び

待
合

室
桔

梗
 

［
略

］
 

［
略

］
 

通
夜

、
葬

儀
、

告
別

式
 

式
場

１
及

び
待

合
室

菊
又

は
式

場
２
及

び
待

合
室

桔
梗

 

［
略

］
 

4
0
,
0
0
0
円

火
葬

 
［
略
］

 
［

略
］

 
5
,
0
0
0
円

8
0
,
0
0
0
円

［
略

］
 

          

待
合

室
 

次
の

各
号

に
掲

げ
る

待
合

室

等
を
１
待

合
室

と
す

る
。

 

(
1
)
 
待
合

室
１

及
び

待
合

室
２

 

(
2
)
 
待
合
室

３
及

び
待

合
室

５
 

(
3
)
 
式
場
１

及
び

待
合

室
菊

 

(
4
)
 
式
場

２
及

び
待

合
室

桔
梗

 

(
5
)
 
待
合
室

萩
 

(
6
)
 
待
合
室

藤
 

２
時

間
以

内
 
無

料
 

室
又

は
時

間
の

超
過

利
用

 
１

室
１

時
間

 
2
,
0
0
0
円

4
,
0
0
0
円

安
置
室

 
［
略
］

 
１

体
２

日
以

内
 

［
略

］
 

 

備
考

 

１
 

［
略

］
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２
 

儀
式

利
用
に

際
し

て
利

用
す

る
待

合
室

は
、
別

表
(
2
)
使

用
料

儀
式

の
部

種
別

の
欄

に
そ

れ
ぞ

れ
規

定
す

る
待

合
室

（
以

下
「

儀
式

利
用

時
待

合
室

」
と

い
う

。
）

と
す

る
。

 

３
 

火
葬

の
み

利
用

す
る

場
合

の
待

合
室

は
斎

場
が

割
り

当
て

、
利

用
す

る
者

が
待

合
室

の

種
別
を
指

定
す
る

こ
と

は
で

き
な

い
も

の
と

し
、
利
用
時

間
は

別
表
(
2
)
使

用
料

待
合

室
の

項
単

位
の

欄
に

規
定

す
る

時
間

（
以

下
「

火
葬

利
用

時
間

」
と

い
う

。
）

と
す

る
。

 

４
 

式
場

の
超
過

利
用

は
、
別

表
(
2
)
使

用
料

儀
式

の
部

単
位

の
欄

に
そ

れ
ぞ

れ
規

定
す

る
時

間
（
以
下
「
儀
式

利
用

時
間

」
と

い
う

。
）
以

外
の
時

間
に
利

用
す
る
こ

と
を
い

い
、
他
に

利
用

の
申

請
が

な
い

場
合

に
限

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

５
 

待
合

室
の

超
過

利
用

は
、

儀
式

利
用

に
お

い
て

は
儀

式
利

用
時

間
以

外
の

時
間

に
利

用

し
、

又
は

儀
式

利
用

時
待

合
室

以
外

の
待

合
室

を
利

用
す

る
こ

と
を

い
い

、
火

葬
の

み
利

用
す

る
場

合
に

お
い

て
は

火
葬

利
用

時
間

以
外

の
時

間
に

利
用

し
、

又
は

斎
場

が
割

り
当

て
た

待
合

室
以

外
の

待
合

室
を

利
用

す
る

こ
と

を
い

い
、

い
ず

れ
も

他
に

利
用

の
申

請
が

な
い
場
合

に
限

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

６
 

待
合

室
を

超
過

利
用

す
る

場
合

の
使

用
料

を
算

出
す

る
と

き
は

、
儀

式
利

用
に

お
い

て

は
儀

式
利

用
時

待
合

室
を

１
部

屋
と

、
火

葬
の

み
利

用
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
斎

場
が

割
り

当
て

た
待

合
室

を
１

部
屋

と
み

な
し

て
計

算
す

る
。

 

７
 

安
置

室
及

び
新

館
の

儀
式

利
用

は
、

市
内

の
者

の
葬

儀
等

を
行

う
場

合
に

限
る

も
の

と

す
る
。

 

        ２
 

待
合

室
の

超
過

利
用

は
、
式

場
、
待

合
室

１
・
２
・
４
・
５

、
式

場
１

、
式

場
２

、
待

合

室
菊
、
待

合
室
桔

梗
、
待

合
室

萩
、
待

合
室

藤
の

各
室

を
１

室
と

し
、
他

に
利

用
の

申
請

が

な
い
場
合

と
す

る
。

 

     ３
 

儀
式

及
び

安
置

室
の

利
用

は
、
市

内
の

者
の

葬
儀

等
を

行
う

場
合

に
限

る
も

の
と

す
る

。
 

 

附
 
則
 

 
（

施
行
期
日

）
 

１
 

こ
の
条
例
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
（

経
過
措
置
）
 

２
 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
儀
式
利
用
又
は
火
葬
を
開
始
す
る
斎
場
の
利
用
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
に
儀
式
利
用
又
は
火
葬
を
開
始
し
た
斎
場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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議案第５７号 

 

三郷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部改正について 

 

三郷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 埼玉県の重度心身障害者医療費助成制度見直しに伴い、条例の整備を図り

たいので、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

 
 

 
三
郷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

  
三
郷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
０
年
条
例
第
４
１

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 
 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
 

 
（

定
義

）
 

第
２
条
 

こ
の
条

例
に

お
い

て
「

重
度

心
身

障
害

者
」
と
は
、
次
の
各
号

の
い
ず

れ
か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

 
(
1
)
～
(
5
)
 

[
略
] 

(
6
)
 
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
精

神
障

害
者

保
健

福

祉
手

帳
の

交
付

を
受

け
た

者
又

は
特

別
の

理
由

に
よ

り
当

該
精

神
障

害
者

保
健

福
祉
手

帳
を

所
持

し
て

い
な

い
者

で
、

精
神

保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関
す

る
法

律
施
行

令
第
６
条

第
３

項
に

定
め

る
２

級
の

障
害

を
有

す
る

者
 

２
・
３
 

[
略
]
 

４
 

こ
の

条
例
に

お
い

て
「

精
神

通
院

医
療

費
」
と

は
、
障
害

者
の
日
常

生
活
及

び
社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

法
律
（

平
成
１

７
年

法
律

第
１

２
３

号
。
以
下
「
障
害

者
総

合
支
援
法

」
と
い

う
。
）
第

５
８

条
の

規
定

に
よ

り
公

費
負

担
さ

れ
た

医
療

費
（

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

法
律

施
行

令
（

平
成

１
８

年
政

令
第

１
０

号
）

第
１

条
の

２
第

３
号

の
精

神
通

院
医

療
（

以
下

「
精

神
通

院
医

療
」

と
い

う
。
）
に
係
る

も
の

に
限

る
。
）
の

自
己

負
担

分
（
高

齢
者
の

医
療
の
確

保
に
関

す
る
法

律

の
規

定
に

よ
る

後
期

高
齢

者
医

療
の

被
保

険
者

で
、

精
神

通
院

医
療

に
該

当
す

る
医

療
費

を
自

己
負

担
し

た
が

公
費

負
担

が
発

生
し

な
か

っ
た

場
合

も
こ

れ
に

含
む

。
）

を
い

う
。

 

 
（

対
象

者
）

 

第
３
条
 

こ
の
条

例
に

よ
る

医
療

費
助

成
金

の
支

給
の
対

象
と

な
る
者
（

以
下
「
対
象

者
」
と

い
う
。
）
は

、
医

療
保

険
各

法
に

規
定

す
る

被
保

険
者

、
組
合

員
又
は
加

入
者
（
被
保

険
者

、

 
（

定
義

）
 

第
２
条
 

こ
の
条

例
に

お
い

て
「

重
度

心
身

障
害

者
」
と

は
、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

 
(
1
)
～
(
5
)
 

[
略
] 

    ２
・
３
 

[
略
]
 

         
（

対
象

者
）

 

第
３
条
 

こ
の
条

例
に
よ

る
医

療
費

助
成

金
の

支
給

の
対

象
と

な
る

者
（

以
下
「

対
象

者
」
と

い
う
。
）
は

、
医

療
保

険
各

法
に

規
定

す
る

被
保

険
者

、
組

合
員

又
は

加
入

者
（

被
保

険
者

、
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組
合
員
又

は
加
入

者
で

あ
っ

た
者

を
含

む
。
以

下
「
被

保
険
者

等
」
と
い
う
。
）
及
び
被

扶

養
者

で
あ

る
重

度
心

身
障

害
者

で
あ

っ
て

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

と
す

る
。

 

(
1
)
 
市

内
に

住
所

を
有

す
る

者
（

次
に

掲
げ

る
者

を
除

く
。

）
 

ア
 
他

の
市

町
村
（

特
別

区
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）
か
ら
障

害
者

総
合

支
援

法
第
２
９

条
又

は
第

３
０

条
の

規
定

に
よ

る
指

定
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

又
は

基
準

該
当

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

介
護

給
付

費
、

訓
練

等
給

付
費

、
特

例
介

護
給

付
費

又
は

特
例

訓
練

等
給

付
費

の
支

給
を

受
け

、
入

所
、

入
院

又
は

入
居

し
て

い
る

者
 

  

イ
～
サ
 

[
略

]
 

(
2
)
～
(
14
)
 

[
略

] 

２
 

[
略
]
 

 
（

医
療

費
助

成
金

）
 

第
４
条
 

市
は

、
対

象
者

に
係

る
医

療
の

一
部

負
担
金
（
次

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を
除

く
。
）

に
つ
い
て
、
対
象

者
に

助
成

金
を

支
給
（

以
下
「

医
療

費
助
成

」
と
い
う
。
）
す
る

も
の
と

す
る
。
た

だ
し
、
対

象
者

の
責

め
（

所
得

の
未

申
告
等
）
に

よ
り
過
分
の

自
己
負

担
が
あ

る

と
き

は
そ

の
額

に
つ

き
助

成
金

の
対

象
と

せ
ず

、
そ

の
お

そ
れ

の
あ

る
間

は
当

該
助

成
金

の
支

給
を

保
留

す
る

。
 

  

(
1
)
 
第
２
条
第

１
項

第
３

号
に

規
定

す
る

重
度

心
身

障
害

者
が

医
療

法
（

昭
和

２
３

年
法

律
第

２
０

５
号

）
第

７
条

第
２

項
第

１
号

に
規

定
す

る
精

神
病

床
に

入
院

し
た

と
き

の

一
部

負
担

金
 

(
2
)
 
第
２
条
第

１
項

第
６

号
に

規
定

す
る

重
度

心
身

障
害

者
に

係
る

精
神

通
院

医
療

費
以

外
の

一
部

負
担

金
 

２
・
３
 

[
略
]
 

組
合
員
又

は
加
入

者
で

あ
っ

た
者

を
含

む
。
以

下
「

被
保

険
者

等
」
と

い
う

。
）
及

び
被

扶

養
者

で
あ

る
重

度
心

身
障

害
者

で
あ

っ
て

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

と
す

る
。

 

(
1
)
 
市

内
に

住
所

を
有

す
る

者
（

次
に

掲
げ

る
者

を
除

く
。

）
 

ア
 

他
の

市
町

村
（

特
別

区
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）
か

ら
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
（

平
成

１
７

年
法

律
第

１
２

３
号

。
以

下
「
障
害
者

総
合

支
援

法
」
と

い
う

。
）
第

２
９

条
又

は
第

３
０
条

の
規

定
に

よ
る

指

定
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

又
は

基
準

該
当

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

介
護

給
付

費
、
訓

練
等
給

付
費

、
特

例
介

護
給

付
費

又
は

特
例

訓
練

等
給

付
費

の
支

給
を

受
け

、

入
所

、
入

院
又

は
入

居
し

て
い

る
者

 

イ
～
サ
 

[
略
]
 

(
2
)
～
(
14
)
 

[
略
] 

２
 

[
略
]
 

 
（

医
療

費
助

成
金

）
 

第
４

条
 

市
は

、
対

象
者

に
係

る
医

療
の

一
部

負
担

金
（

第
２

条
第

１
項

第
３

号
に

規
定

す

る
重

度
心

身
障

害
者

が
医

療
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
２

０
５

号
）

第
７

条
第

２
項

第
１

号
に

規
定

す
る

精
神

病
床

に
入

院
し

た
と

き
の

一
部

負
担

金
を

除
く

。
）
に

つ
い

て
、
対

象

者
に
助
成

金
を
支

給
（

以
下
「

医
療

費
助

成
」
と

い
う

。
）
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、

対
象

者
の

責
め

（
所

得
の

未
申

告
等

）
に

よ
り

過
分

の
自

己
負

担
が

あ
る

と
き

は
そ

の
額

に
つ

き
助

成
金

の
対

象
と

せ
ず

、
そ

の
お

そ
れ

の
あ

る
間

は
当

該
助

成
金

の
支

給
を

保
留

す
る
。

 

     ２
・
３
 

[
略
]
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附
 
則
 

 
（
施
行
期
日
）
 

１
 

こ
の
条
例
は
、
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
（
準
備
行
為
）
 

２
 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
三
郷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
第
２
条
第
１
項
第
６
号
に
掲
げ
る
重
度
心
身
障

害
者

に
係

る
三
郷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
受
給
資
格
の
登
録
に
係
る
手
続
き
及
び
同

条
例

第
６
条
の
規
定
に
よ
る
受
給
者
証
の
交
付
は
、
同

条
例
第
５
条
及
び
第
６
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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議案第５８号 

 

三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例等の一 

部改正について 

 

三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正

する条例を別紙のとおり定める。 

 

令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）の改正に伴い、関係条例の規定

の整理を図りたいので、この案を提出するものである。 
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（
別

紙
）
 

 
 

 
三
郷
市
地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

  
（

三
郷
市
地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
１

条
 

三
郷
市
地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（

平
成
２
６

年
条
例
第
２
４

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（
虐

待
等

の
禁

止
）

 
第

１
２

条
 

地
域

型
保

育
事

業
者

の
職

員
は

、
利

用
乳

幼
児

に
対

し
、

法
第

３
３

条
の

１
０

第
１

項
各

号
に

掲
げ

る
行

為
そ

の
他

当
該

利
用

乳
幼

児
の

心
身

に
有

害
な

影
響

を
与

え
る

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
（
虐

待
等

の
禁

止
）

 
第

１
２

条
 

地
域

型
保

育
事

業
者

の
職

員
は

、
利

用
乳

幼
児

に
対

し
、

法
第

３
３

条
の

１
０

各
号

に
掲

げ
る

行
為

そ
の

他
当

該
利

用
乳

幼
児

の
心

身
に

有
害

な
影

響
を

与
え

る
行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。
 

 
（

三
郷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

）
 

第
２

条
 

三
郷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
２
６
年
条
例
第
２
５
号

）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（

虐
待

等
の

禁
止

）
 

第
２
５
条

 
特
定

教
育
・
保

育
施

設
の

職
員

は
、
教
育
・
保

育
給
付
認
定

子
ど
も

に
対
し

児
童

福
祉

法
第

３
３

条
の

１
０

第
１

項
各

号
に

掲
げ

る
行

為
そ

の
他

当
該

教
育

・
保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
心

身
に

有
害

な
影

響
を

与
え

る
行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
（
虐

待
等

の
禁

止
）

 

第
２
５
条

 
特
定

教
育
・
保

育
施

設
の

職
員

は
、
教

育
・
保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

し
児

童

福
祉

法
第

３
３

条
の

１
０

各
号

に
掲

げ
る

行
為

そ
の

他
当

該
教

育
・

保
育

給
付

認
定

子
ど

も
の

心
身

に
有

害
な

影
響

を
与

え
る

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
（

三
郷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
３

条
 

三
郷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
２
６
年
条
例
第
２
７
号
）
の
一
部
を
次
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の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
又
は
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 

改
正

後
（

新
）
 

改
正

前
（

旧
）
 

 
（
虐

待
等

の
禁

止
）

 
 

（
虐

待
等

の
禁

止
）

 
第
１
２
条

 
放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
者

の
職

員
は

、
利
用

者
に
対
し

、
法

第
３

３
条

の

１
０

第
１

項
各

号
に

掲
げ

る
行

為
そ

の
他

当
該

利
用

者
の

心
身

に
有

害
な

影
響

を
与

え

る
行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

第
１
２
条

 
放
課

後
児
童

健
全

育
成

事
業

者
の

職
員

は
、
利

用
者

に
対

し
、
法

第
３

３
条

の

１
０

各
号

に
掲

げ
る

行
為

そ
の

他
当

該
利

用
者

の
心

身
に

有
害

な
影

響
を

与
え

る
行

為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

附
 
則
 

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
１
０

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議案第５９号 

 

   令和７年度三郷市一般会計補正予算（第２号） 

 

 令和７年度三郷市一般会計補正予算（第２号）を別冊のとおり定めるもの

とする。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６０号 

 

   令和７年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を別冊のとお

り定めるものとする。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６１号 

 

   令和７年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり定

めるものとする。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６２号 

 

   令和７年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を別冊のと

おり定めるものとする。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

39





議案第６３号 
 
   令和６年度三郷市一般会計歳入歳出決算認定について 
 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に基づき、

令和６年度三郷市一般会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会

の認定に付する。 
 
  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 
 
             三郷市長  木 津 雅 晟 
 

40





議案第６４号 
 
   令和６年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 
 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に基づき、

令和６年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

を付けて議会の認定に付する。 
 
  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 
 
             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６５号 

 

   令和６年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に基づき、

令和６年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付

けて議会の認定に付する。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６６号 

 

   令和６年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に基づき、

令和６年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意

見を付けて議会の認定に付する。 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６７号 
 

令和６年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及 
び決算認定について 

 
 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定に基

づき、令和６年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金６０４，１４

２，８８０円のうち３２２，０９８，４７５円を建設改良積立金に積立て、

残余を繰越し、及び同法第３０条第４項の規定に基づき、令和６年度三郷市

上水道事業特別会計決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 
 
  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 
 
              三郷市長  木 津 雅 晟  
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議案第６８号 
 

令和６年度三郷市公共下水道事業特別会計決算認定について 
 
 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定に基

づき、令和６年度三郷市公共下水道事業特別会計決算を別紙監査委員の意見

を付けて議会の認定に付する。 
 
  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 
 

             三郷市長  木 津 雅 晟 
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議案第６９号 

 

   教育委員会委員の任命について 

 

 教育委員会委員に次の者を任命することについて同意を求める。 

 

住  所  三郷市泉一丁目１１番地２ 

氏  名  竹 谷 賢 二 

生年月日  昭和４４年１１月７日 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 教育委員会委員竹谷賢二氏の任期は、令和７年９月３０日で満了となるた

め、同人を再任することについて同意を得たいので、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定によ

り、この案を提出するものである。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

46





議案第７０号 

 

   監査委員の選任について 

 

 監査委員に次の者を選任することについて同意を求める。 

 

住  所  三郷市高州四丁目１４７番地 

氏  名  堀 切 牧 子 

生年月日  昭和４９年１０月１８日 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 監査委員坪井裕子氏の任期は、令和７年９月３０日で満了となるため、後

任として堀切牧子氏を選任することについて同意を得たいので、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１９６条第１項の規定により、この案を提出

するものである。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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議案第７１号 

 

   公平委員会委員の選任について 

 

 公平委員会委員に次の者を選任することについて同意を求める。 

 

住  所  三郷市谷口１２５１番地１ 

氏  名  小 阪 秀 史 

生年月日  昭和２４年３月２２日 

 

  令和 ７ 年 ９ 月 １ 日提出 

 

             三郷市長  木 津 雅 晟 

 

提案理由 

 公平委員会委員小阪秀史氏の任期は、令和７年９月１６日で満了となるた

め、同人を再任することについて同意を得たいので、地方公務員法（昭和２

５年法律第２６１号）第９条の２第２項の規定により、この案を提出するも

のである。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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